
【国内分布】 

環境省（2014） 

北から南まで分布 
日本各地で拡大 

生息数 260万頭? 
（北海道を除く） 

積雪地を含む日本各地で増加 
（積雪は好まないが克服可能） 
⇨青森県でも増加する 

低山や平地を好む 
⇨農作物被害が発生しやすい 

草地（食物）と林（隠れ場所）
がある場所を好む 

No
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　平成29年２月20日、青森県総合社会教育センターで開催しました。
　本研修会には国、県、県研究所、市町村、森林組合職員約60名が参加しました。
　研修会では、青森県林政課森林整備グループ　蝦名技師による「青森県における平成28
年度病害虫等の被害状況について」、北里大学獣医学部　岡田准教授による「ニホンジカ
の生態及び森林への影響と被害対策について」、一般社団法人青森県猟友会　柴谷事務局
長による「青森県内における猟友会の現状について」それぞれ講義をいただきました。
　以下については岡田准教授提供の資料より抜粋。

生態 

鯨偶蹄目 シカ科 ニホンジカ 
鯨偶蹄目ウシ科 
ニホンカモシカ 
体重：30〜45kg 
雌雄ともに角がある 
角は生え変わらない 

日本の代表的な大型陸棲哺乳類 
体重：オス 50〜130kg（オス）、 25〜80kg（メス） 
オスのみ骨質の角を持つ。毎年4-5月頃落角 
植物食（反芻動物）。 
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若オス  

落角期 5月初旬 

袋角  
6月中旬 

角は毎年生え変わる。角は体の大きさに合わせて成長 

10月 
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シカの一年 

撮影者 樋口尚子 

• 鹿の子模様の夏毛 
• オスは袋角 
• 脂肪の蓄積 

• 春から初夏に出産 
• 2歳から毎年出産可能 
• 一産一子 
• 1日数回授乳 
• 生後数日間草むらに子を隠すが

その後親子は一緒に行動 

 春（出産期）  夏 

撮影者 樋口尚子 
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一夫多妻性 
（交尾は乱婚） 
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 秋（発情期） 主に冬〜春に死亡  冬 

シカの一年 

撮影者 樋口尚子 

オス 
• 夏から秋に探索行動が活発化 
• 成オスは単独での行動が増える 
• 発情期特有の鳴き声 
• 激しい闘争（ナワバリなど） 
メス 
• 2週間に1回程度発情 
• 交尾→着床すれば再発情しない 

 

• 冬期体重は減少 
• 体に蓄積した脂肪を消費 
• 3〜5月に死亡率が高い

（寒さでは死亡しない） 

常に群れで行動 
群れ性 

発情期のオス以外縄張りを持たず群れ性 
⇨高密度に生息可能 

＞100頭／km2になることも 

母系群 ＝ 経験豊富な長老メス 
   + 血縁メス + 若オス 
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シカ 
カモシカ 

盛岡動物園 2009年6月撮影 

群れ性・高い繁殖力 
⇨個体数が増加・高密度で生息 
⇨過剰な採食圧 
⇨環境を破壊 

生態 

ナワバリ性 
⇨低密度で生息 
⇨弱い採食圧 
⇨環境を維持 

人間による「個体数の管理」が不可欠 

平成19年度牡鹿半島ニホンジカ生息状況調査より（宮城県） 

秋冬のシカの食性（宮城県胃内容物分析の結果） 

木の枝 

木の枝 

枯葉 枯葉 

環境が良好⇨良質な食物を採食 
環境が悪化⇨大量にある低質な食物（枯葉や樹皮）を利用 

【食性】 

カン 
カン 

低質な食物を利用して生存可能 
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シカ？の糞 シカかカモシカの糞 

青森県名久井岳（低密度<１頭／km2） 

シカに遭遇することは稀、自動カメラで撮影される 
痕跡（糞*、食痕*、角こすり痕）は発見可能           
*カモシカの可能性あり 

• 低層の枝葉や植物は多い 
• 幼樹の食害はみられない 
• 大径木の樹皮はぎは見られない 
• 特定の植物や小径木の樹皮に食痕 
• ダニはごく少ない 

シカの影響 

• 特定植物種の減少 
（種は地域によって異なる） 
• 不嗜好植物の増加 
• 幼樹の食害・枯死 
• 低木・林床の衰退 
• 角こすりによる傷の増加 
• ダニの増加 

• 樹皮はぎ 

シカが多ければ必ず 地域による 

草本がある時期にも 
樹皮はぎは発生 
  ⇩ 
飢餓以外に理由？ 

農林業被害があまり大きくならない密度は１〜２頭／k㎡以下 
自然植生にあまり目立った影響がでない密度はで３〜５頭／k㎡以下 

シカの影響が植物の回復力を超える   ⇨ 植生が変化 

（環境省） 
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痕跡の判別ポイント 
• 単独の食痕、足跡、糞でシカとカモシカは判別困難 
• 角こすり痕、体毛、鳴き声はシカの判別が容易 
• シカは群れで行動するため、個体数が多ければシカ 
• カモシカは生息密度が一定のため、痕跡は増加しない。

痕跡が増加するのはシカ 
⇨自動撮影により生息を確認（必要に応じ密度調査） 
⇨管理方針の作成 

2016年8月名久井岳 

シカの個体数（生息密度）の変化の把握 
植物への影響の把握 

出現・増加 

森林環境の維持のために 

シカ個体数の管理 
植生の保護（防護柵や忌避剤） 

定期的なチェックが不可欠 

シカが入りにくい環境整備 
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●発　行●

青森県森林病害虫等防除センター
青森市松原一丁目16番25号　青森県森林組合連合会内

TEL 017―723―2657　FAX 017―723―1505
http://www.aomori-pfau.or.jp/

　県林政課は平成29年２月３日、青森市内において「平成28年度青森県松くい虫等被害対
策協議会」を開催し、国、県、市町村、県研究所、森林組合などの職員が出席しました。
　協議会では、松くい虫被害対策として「森林病害虫等防除法に基づく松林の区域の変更
について」説明があり、参加者より意見を求めました。
　変更予定内容については下記のとおりです。

　松くい虫被害木や枯死木の処理に当たり、森林所有者が不明等の理由により処理の同意
が得られない場合について、今後、森林病害虫等防除法に基づく知事命令等により伐倒・
くん蒸処理を行うため、対策対象森林の区域を変更するものである。
　
○変更の概要
　�　森林病害虫等防除法第５条に基づく被害木、枯死木の伐倒・くん蒸処理を可能とする
よう、平成18年度に作成していた深浦町における高度公益機能森林及び被害拡大防止森
林の区域を変更。
　①高度公益機能森林とは
　　�　高度公益機能森林は、森林法により保安林として指定された松林及び、その他の公
益的機能が高い松林であって、松林以外では当該機能を確保することが困難なものと
して政令で定める森林。

　②被害拡大防止森林とは
　　�　被害拡大防止森林は、被害対策を緊急
に行わないと、高度公益機能森林に著し
く拡大すると思われる森林であって、具
体的には、高度公益機能森林の周辺にあっ
てこの森林を保全するため、樹種転換を
促進しようとする森林。

平成28年度青森県松くい虫等被害対策協議会平成28年度青森県松くい虫等被害対策協議会平成28年度青森県松くい虫等被害対策協議会
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